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2023年3月10日 

各  位 

本社所在地 東京都中央区日本橋室町四丁目１番 11 号 

会社名 堀田丸正株式会社 

代表者 代表取締役社長          平岩 誠 

(コード番号  8105  東証スタンダード) 

問合せ先 

 

取締役常務執行役員管理本部長 矢 部 和 秀 

 (TEL 03-3548-8123) 

 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022年５月12日公表の2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月31日）通期連結業績予想に

つきまして、最近の動向を踏まえて下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

１．2023 年３月期通期連結業績予想数値の修正(2022年４月１日～2023年３月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

4,200 

百万円 

24 

百万円 

32 

百万円 

18 

円 銭 

0.32 

今回修正予想(B) 3,830 △120 △85 △95 △1.69 

増減額 (B‐A) △370 △144 △117 △113 
 

増減率  (％) △8.8 ― ― ― 
 

(ご参考)前期実績 

(2022年 3月期) 
3,701 △173 △147 △207 △3.70 

 

（修正の理由） 

売上高は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和され、消費行動の回復が見られた一方で、

中国上海のロックダウンによるサプライチェーンの混乱により、特にマテリアル海外事業において大幅な

減収となりました。一方、国内では行動制限緩和に伴う外出需要の増加もあり、ファッション関連の消費

が底堅く推移いたしましたが、中国市場における影響をカバーするには至りませんでした。 

また、きもの市場の活性化を図るため、２月度に東京、大阪にて、きもの・宝飾等の大型催事『Beauty 

of Japan2023』を開催いたしましたが、売上計上基準（※１）により４月以降の売上計上となる百貨店

への販売は順調に推移するも、期中の売上計上となる専門店等への販売が計画を大きく下回る結果となり

ました。 

 営業利益においては、資源価格の高騰による原料などの値上げや仕入価格の上昇に加え、円安による輸

入商品の高騰、中国市場の売上高の減少影響を受け売上総利益が計画より大幅に減少しております。 

経費面では、前期、寝装事業及びベビー・キッズ事業から撤退したことによる経費削減はあったものの、

今期の成長戦略である『モノ作りを推進するとともに直販事業を構築』を推進するためＥＣ事業への強

化・新規ブランドの立上げへの新たな人材投資を行っております。また、２月度に東京、大阪にて開催し
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た、きもの・宝飾等の大型催事『Beauty of Japan2023』に係る費用計上は期中に行う一方で、百貨店へ

の販売は４月以降の売上計上と費用先行となるため、営業損失を計上する見通しとなりました。 

 

経常利益においては、貸付による受取利息収入を計上いたしますが、営業損失の影響を受け経常損失と

なる見込みです。 

 

 当期純利益については、営業損失及び経常損失の影響を受け、当期純損失を計上する見込みとなりまし

た。 

 

※１．当社の採用する売上計上基準では、百貨店売上は百貨店が顧客に販売し、百貨店において仕入計上

を行った時点で、当社も百貨店へ売上を計上しております。 

一方、専門店売上は専門店への出荷時点で売上を計上しております。 

 

（注）上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以上 


